
町の人口
（45年10月1日現在）

人　口　26，974
男　12，953
女　13，991

世帯数　7，304

11月27日（1971）

■Ｎｏ．268ｍ

毎月一回各家庭に配布

「たばこ」は町内で買ってください。

たばこ1本の税金は57銭で1箱（20本入

り）ですと、11円40銭が町の収入になりま

す。
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登莞葺蓋云孟萎菜蓋翼

職 費目
欝軋鵠 怨 讐醍票 亨　 上
急告羞霊芝誓崇 崇 崇；評　 半　　　 瘍・

蓋琴芝菱．三三渠斉憲　 期
老†　　 ′2 玖 Ｊ〆ｇ ／仇久 Ｉｌ ｌア′．β／2

込れ　国万　　　　　　　　　　　　（⇒蔓崩 薫 琶：葦賄 重刑

43加ＪＪ‘～”♂′2卿7　真裏襲撃壷　芸　妻4 4 嘘 7タタフ4 4♂タ拗 2βが　　 誉 富 岳 幸 吉　 円　 享

見　わ　は　五　　　　　　　　 円

籍　　　　　　　　　　　　止　　　　　　予　そ輝 緋 ｉ）鵬 憂悶　（

琴　　芹隻毒　幸　吉　霊宝豊　吉軍　　 票 羞 円　 円　 円　 萱 草 き

戸　　　　　　 収 付　　　　　　　　　　　 防　 円

2 ．支 出 の 概 況　　　　　　　 （細 餉 ）

射　　　 月　 号 凍 救　 え 放 線 汲　 娼 禦 緒

1 薇 ‘ 会　 費　　 3 ク．7 ′ず ・ ′4 ．．ｇ7 才　 4 ㌢ が ％

2　 艶 ・ 務　 貴　　 ′9 2 ．♂押　　 占え ≠〆∫ ・ Ｊ Ｊ．4

3　 鼠　 色　 骨　　 付 き∫♂　　 2 ｇ．／∫′　 Ｊ Ｐ．7

4　 衛　 生　 費　　 ｒ ク．ｇナ∫　 2 4 好 タ・　 卯 ．∠

5　 労　 働　 費　　 〝 ．ＪＪ♂　 ／′．タダ♂　　 タ∫；Ｊ

6　 農 林 水 嵐 者 賓　 ／／．Ｊ卓／　 〃．“ 2 1＋ ．叫 ♂

7 裔 ‘ェ　 質　　 4 ．ｇ卯　　 2 ．ヲβｇ　　 ｄ タ．7　 ノ

8　 上　 氷 ．． 質　 2 3 ′．∫9 ′　 2 夙 ｊ甘ｇ ｌ ．′ 2 ．Ｊ

．9 諸 ’ 彷　 質　 2 す．∫2 7　　 才ノ タＪ　 ” ．¢

10 教 、 育　 東　 2 ＪＰ．∠／ｇ　 Ｊえ 釦 ′　　 2 3 ．7

11 史 書 壊 咽 焚　　 2 β．2 ♂Ｊ　 Ｊがア　　 ！．タ

12 宏　 硬　 骨　　 2 名 ′ｄＯ　 ′2 ．3 2 7　 4 3：卓

13 渚 丸　 久　 食　　 ∠ユ タ3 2　 ∫え ′打　　 タブ．′

西 前 鼻夜 敢 ヒ棚 全　　 ∠．タフタ　　 ∠′即 デ　 ／クク．♂

15 子　 蹄　 骨　　　 ♂′♂　　　　 ♂　　　　 ♂

寺†　　　　 ′♂” ．9 4 ｇ　 3 2 ．ヲ′♂〆∂　　 フ′．2

’－’、′ 、 ‾’‾●ｒ′】‘′｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単 性 十 円）

1

科　　　　 召 予 審 親 軋 入 浄 厳 未 炊 ノ＼ 敦 最 莞 禁 溜

ｌ 町　　　　 裁 ． ／2 β．封 甘 7 ／．♂′2 卓 貧 了∫Ｊ・
∫ 貿 ♂ ％

Ｚ 匂勅 車取 得 枚納 金 ／仇 〃♂0 3 ．才が2 ∠ノ ／♂ タ尻 が

3 地 方 久 神 風 タＪ√ ‘¢2 7 2 4 ♂′9 ∫2 ／2 卓．♂7∫ 7 2 ．2

4 麺 桝 家廟 聯 吏
7 ∫∂ 、ＣＩ －ク∫ク ．∂

5 朋 旦会 及 び・負紛 ′4　 タ∫∫ 2 ．0 ／7 ／2 ． ＰＪｇ ′Ｊ．∫

6 胤 岬 極 明 晰 2 タ．∫タ ♂ ／′　♂ブヨ ／2 ， 才ア7 〃 β．タ

7 瑠 葎 ・え 朱 会 タ0 4 ．ｇ♂Ｊ タ＆ 4 3 ／ 2 ｇ占，3 7 2 ′2 ．ｇ

8 ．鼎　 丸　 久 ′会 ／7．2 4 7 2 ．4 プア ♂． タ′♂ 2 ／．7

19 財　 産　 株 入 ‘∫β．！2 ｇ ′留 ‘ ∫7 ． 9 ｇ♂ 仇 Ｊ

川 寄　 附　 全 ． 2 7 （） ∂ 2 7 ♂ ∂

Ｉｌ 線　 ／＼ 、 会
／ ♂ ／ ♂

12 線　 勉　 会
／ ∂ ／ ♂

13 瀦　 4人　 入 〃 え 乱用 √ タ7 ｇ ＪＺ ・，Ｐ2 ／3 ．4

14 町　　 ・碕 才 ′．♂クβ ♂ ∂′㍉∂ク∂ ♂

朝 ′ β3 3 ．9 ¢∠ ノア∫1 7 ｇ∠ ‘∫牙．／ＪＯ フ4 ．3

以
上
の
よ
う
に
地
方
交
付
税
の
増
大

は
年
々
そ
の
度
を
加
え
、
本
町
の
財
政

は
昨
年
度
と
同
様
大
き
く
国
に
依
存
す

る
状
態
に
あ
り
、
歳
入
予
算
額
の
う
ち

地
方
交
付
税
の
占
め
る
割
合
は
三
十
五

・
三
パ
」
セ
ン
ト
に
も
な
り
ま
す
。

臼
　
分
担
金
及
び
負
担
金

二
百
六
十
万
七
千
円

母
子
寮
委
託
金

四
百
四
十
八
万
円

そ
の
他

四
百
十
六
万
円

予
算
額
計

千
百
二
十
四
万
七
千
円

国
庫
支
出
金
と
同
様
年
度
後
半
に
大

児
童
福
祉
賛
負
担
金
（
保
育
料
の
保
部
分
が
収
入
さ
れ
ま
す
。

収入の都丸況

護
者
負
担
分
）

四
百
六
十
万
五
千
円

公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
費
負
担
金

（
加
害
炭
碗
負
担
分
）

（
一
般
河
川
鉱
害
復
旧
）

八
百
九
十
八
万
一
千
円

（
下
水
道
鉱
害
復
旧
）

百
三
十
六
万
九
千
円

予
算
額
計

千
四
百
九
十
五
万
五
千
円

児
童
福
祉
貿
負
担
金
が
二
百
一
万
七

千
円
収
入
ず
み

画
　
使
用
料
及
び
手
数
料

住
宅
使
用
料

二
千
百
三
十
万
五
千
円

戸
籍
、
住
民
票
関
係
手
数
料

拇
　
財
産
収
入

不
動
産
売
払
収
入

五
千
苫
八
十
二
万
一
千
円

そ
の
他

三
十
万
五
千
円

予
算
額
計

五
千
八
百
十
二
万
六
千
円

不
動
産
売
払
収
入
の
内
訳

書
田
地
区
内
住
宅
用
地

四
千
八
百
四
十
六
万
六
千
円

国
道
三
号
線
拡
巾
（
農
地
）

五
百
三
十
万
一
千
円

曲
川
拡
巾
（
学
校
敷
地
）

三
百
十
二
万
四
千
円

そ
の
他

「
⊥
百
二
十
三
万
五
千
円

㈹
　
繰
越
金

昭
和
四
十
四
年
度
は
赤
字
決
算
の
た

め
な
し

鋸
　
諸
収
入

一
般
河
川
等
鉱
害
復
旧
事
業
費

九
百
六
十
六
万
ｌ
五
千
円

産
炭
地
域
振
興
臨
時
交
付
金

二
千
五
百
三
十
六
万
四
千
円

町
預
金
利
子

百
万
円

河
川
毀
収
入

百
七
十
万
二
千
円

児
童
生
徒
受
託
教
育
費

二
百
三
十
七
万
二
千
円

そ
の
他

三
百
七
十
六
万
五
千
円

予
算
額
計

四
千
三
百
八
十
六
万
八
千
円

㈹
　
町
償

産
炭
地
城
開
発
就
労
事
業
債

四
百
四
十
万
円

庚
鉱
離
職
者
緊
急
就
労
対
策
事
業
債

百
四
十
万
円

改
艮
住
宅
建
設
事
業
債

二
千
三
百
四
十
万
円

夏
教
育
施
設
盤
傭
事
業
債

二
千
八
百
九
十
万
円

過
疎
対
策
事
業
債

千
九
百
九
十
万
円

県
市
町
村
振
興
資
金
債

三
百
万
円

ノ
予
算
額
計

八
千
百
万
円

友
事
業
の
完
成
段
階
で
借
り
入
れ
を

行
な
う
の
で
収
入
は
あ
り
ま
せ
ん
。

三
、
住
民
負
担
の
状
況

の
町
税

予
算
額一

億
二
千
三
十
六
万
八
千
円

一
人
当
り

四
千
三
百
八
十
一
円

一
世
帯
当
り

一
万
六
千
四
百
一
円

こ
の
内
町
民
税
は
予
算
額
三
千
八

百
六
十
四
万
四
千
円
、
納
税
豪
者

七
千
八
百
四
十
二
人
で
一
人
当
り
四

千
九
百
二
十
七
円
の
負
担
と
な
り
ま

∽
公
債
費

支
払
っ
た
公
債
費
一
千
二
百
三
十

二
万
七
千
円
、
一
人
当
り
四
百
四
十

九
円
、
一
世
帯
当
り
一
王
ハ
百
八
十

円
未
償
還
元
金
二
億
一
千
九
百
四
十

八
万
八
千
円
、
一
人
当
り
七
千
九
百

八
十
九
円
、
一
世
帯
当
り
二
万
九
千

九
百
七
円

以
上
で
収
入
、
支
出
の
状
況
を
説

明
い
た
し
ま
し
た
。
な
お
特
別
会
計

に
つ
き
ま
し
て
は
収
入
、
支
出
額
の

み
に
と
ど
め
ま
す
。

会　 朝 ． 鬼 炊噂 顔 松 涛顔

痩滝東食研 ヰ・鋼 ヰ・内
瀬・利会針 4，257 ｇＺ／

国民虔泉梯放球
済削会針 〟．Ｊ25 23．鋼β

．卯 卵 ㌔ 割餌
．2 4 32 お 7

1・．‾‾．、・・噛穆陛弓
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町
行
政
功
労
者
な
ど
表
彰

猛
（
司
法
保
護
司
）

帥
讐
一
十
周
年
式
典

行
正
　
タ
ミ
（
掴
宜
委
員
）

山
下
　
停
（
交
通
安
全
協
力
者
）

十
一
月
二
十
一
日
頃
末
小
講
堂

昭
和
十
五
年
二
月
十
一
日
に
水
巻
村
か
ら
水
巻
町
と
な
り
、
町
制
を
施
行
し
て
昭
和
四
十
五
年
で
満

三
十
年
を
む
か
え
ま
し
た
。
町
で
は
三
十
周
年
を
記
念
し
て
、
十
一
月
二
十
一
日
、
ふ
く
よ
か
な
菊
の

香
り
た
だ
よ
う
こ
の
日
、
頃
末
小
学
校
講
堂
で
、
町
制
施
行
三
十
周
年
記
念
式
典
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
、
町
行
政
功
労
者
、
教
育
功
労
者
、
善
行
者
の
人
達
を
お
招
き
し
て
、
表
彰
式
を
行
な
い
ま
し
た
。

表
彰
者
の
方
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

≡

≡

ｌ

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

ｌ

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

ｌ

↓

特
別
表
彰

歴
代
町
長

大
貝
五
十
三
（
猪
熊
）

歴
代
譲
会
議
島

畳
沢
　
料
（
下
二
）

巾
村
　
芳
房
（
頃
末
）

栗
川
　
正
雄
（
頃
末
）

美
浦
晴
此
古
（
古
賀
）

森
田
　
保
男
（
三
ツ
頭
区
）

入
江
　
誠
（
頃
末
）

最
高
々
齢
者

森
　
ヤ
ス
（
二
社
区
）

鼻
高
々
齢
者
夫
婦

小
林
甚
太
郎

ヒ
サ
ノ

（
頃
未
）

ｌ
　
般
表
彰

行
政
功
労
者

歴
代
副
議
長

江
藤
一
正
（
頃
末
）

前
田
　
忠
蔵
（
猪
熊
）

原
田
　
宮
穂
（
猪
熊
）

高
橋
　
次
生
（
鯉
口
区
）

議
会
議
見

原
　
福
次
（
頃
末
）

松
島
　
朝
久
（
吉
田
区
）

本
田
　
借
入
（
吉
田
Ｄ

占
部
　
裕
子
（
鯉
口
区
）

鳥
谷
　
利
光
（
古
賀
区
）

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

白
石
　
陽
逸
（
吉
田
二
）

消
防
団
関
係

石
塚
　
定
雄
（
吉
田
三
）

川
島
　
弘
（
古
賀
区
）

一
般
行
政
功
労
者

嶺
　
武
雄
（
下
二
）

一
美
（
猪
熊
）

貫
蔵
（
机
）

一
朋
（
伊
佐
座
）

豊
蔵

（
若
松
区
）

歴
代
助
役

小
林
甚
太
郎
（
頃
未
）

安
部
一
三
（
猪
熊
）

赤
星
　
忠
臣
（
吉
田
二
）

歴
代
収
入
役

大
野
　
正
登
（
上
二
）

久
保
田
勝
馬
（
頃
末
）

大
貝
　
寿
丸
（
猪
熊
）

町
職
員

武
庫
　
友
敏
（
頃
未
）

白
石
み
よ
子
（
吉
田
三
）

大
艮
　
朋
之
（
猪
熊
）

茂
岡
　
薗

教
育
功
労
者

学
校
長

小
川
登
一
郎
（
遠
賀
町
）

江
藤
　
小
平
（
猪
熊
）

久
野
　
七
生
（
八
幡
区
香
月
）

安
部
一
夫
（
岡
垣
町
）

学
校
教
員

吉
田
サ
カ
エ
（
下
二
）

野
中
マ
ツ
ヨ
（
吉
田
三
）

喜
多
村
ア
ヤ
子
（
二
）

永
沼
　
静
香
（
伊
佐
座
）

鳩
栗
リ
ユ
ウ
（
鞍
手
町
）

石
井
節
子
（
下
二
）

佃
　
ミ
工
手
（
八
幡
区
折
尾
）

小
林
　
和
寿
（
伊
佐
座
）

感
謝
状
贈
呈
者

山
本
　
ミ
エ
（
人
権
擁
護
委
員
）

伊
藤
　
秋
蔵
（
司
法
保
護
司
）

昭
和
四
十
五
年
度
表
彰
者

（
敬
称
略
）

町
長
表
彰

善
行
者田

中
　
渚
子
（
人
命
救
助
）

永
年
勤
続
者

藤
崎
　
富
串
（
農
業
委
員
）

副
田
　
寿
一
（
農
業
委
員
）

藤
江
　
三
郎
（
町
職
員
）

喜
田
　
敏
博
（
町
職
員
）

岡
村
　
数
男
（
消
防
団
）

脇
坂
　
光
男
（
消
防
団
）

藤
川
十
三
日
（
消
防
団
）

教

育

委

員

会

表

彰

永
年
勤
続
者

津
留
　
清
（
猪
熊
小
学
校
）

永
沼
　
敏
子
（
猪
熊
小
学
校
）

石
塚
ク
ニ
子
（
猪
熊
小
学
校
）

山
本
　
茂
（
水
巻
巾
学
校
）

井
地
　
松
幸
（
水
巻
南
中
学
校
）

教
育
行
政
功
労
者

国
務
　
峯
夫
（
学
校
歯
科
医
）

山
崎
富
士
雄
（
学
校
薬
剤
師
）

井
上
　
貞
夫
（
学
校
歯
科
医
）

加
納
　
弘
（
学
校
歯
科
医
）

福
田
　
博
道
（
学
校
薬
剤
師
）

浜
崎
　
初
ニ
（
学
校
歯
科
医
）

特
別
表
彰

中
央
病
院
（
学
校
医
）

社
会
教
育
功
労
者

船
津
　
博
愛
（
社
会
教
育
活
動
）

光
木
　
操
（
社
会
教
育
活
動
）

斉
木
典
保
（
社
会
教
育
活
動
）

雪
空
二
三
（
社
会
教
育
活
動
）

本
田
　
献
（
社
会
教
育
活
動
）

感
謝
状
贈
呈
者

野
添
　
繋
生

社
会
福
祉
協
議
会
表
彰

感
謝
状
贈
呈
者

新
川
　
隆
昌
（
献
血
協
力
者
）

井
上
保
守
恵
献
血
協
力
者
）

宿数寄Ｃすき）者たちが、お伊勢言旨り

の土産にと習って帰った伊勢音頭に、
大名行列の供やっこの身毒戻り、かけ声Ｆ

を取入れて木崖漸宿場踊りとし、手甲

（てっこう）、脚半（きゃはん）に三

度がさと、お伊勢・書旨りの道中姿をその

ままに宿場泊りの殿様の旅情をなぐさ
めるため、老若男女一体となって踊

本屋瀬宿場＝踊（北九州市）
木崖瀬は楕ｒ駅として室町時代から栄

えていました。Ｌ徳川の世になってから

は、潮路的な宿場として発展し、九州

諸大名の参勤交代に、諸国旅人の往来

に利用されました。
きょう保年間（八
代吉宗）に木瀬崖

り、三百年の今日にいたっています。
‖川日日日日川日日1日目日日日日川日日ｌＨ日日日日日日日日日日川川日日川州日日日日‖ｌＨ日日日日日日‖日用Ｉｌ

こ
の
祇
園
祭
り
は
、
元
和
四
年
（
〓
ハ
一
八

年
）
、
初
春
以
来
な
ん
と
な
く
不
安
な
年
で
、

干
ば
つ
、
悪
疫
流
行
、
さ
ら
に
西
日
本
を
お

そ
っ
た
大
暴
風
雨
で
旧
豊
前
一
国
は
大
災
害
を

う
け
ま
し
た
。

時
の
観
主
細
川
忠
興
公
は
直
ち
に
魔
災
民
救

済
に
当
る
と
共
に
自
ら
祭
主
と
な
り
、
祇
園
杜

（
八
坂
神
社
）
に
参
け
い
祈
願
ま
も
な
く
平
穏

と
な
っ
た
の
で
そ
の
お
礼
と
、
人
々
の
心
を
や

わ
ら
げ
る
意
味
も
加
え
て
天
下
泰
平
、
護
国
安

全
、
商
売
繁
盛
、
五
穀
皇
じ
ょ
う
の
祈
願
祭
を

盛
大
に
行
な
っ
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

太
鼓
は
径
一
尺
三
寸
～
七
寸
、
打
方
は
両
面

打
（
四
人
）
で
一
面
は
甲
高
い
音
で
カ
ン
又
は

表
と
称
し
、
他
の
面
は
低
い
音
で
ド
ロ
又
は
裏

と
い
い
ま
す
。

表
と
轟
の
打
方
は
全
然
遠
い
ま
す
が
呼
吸
が

合
っ
て
普
通
の
太
鼓
の
音
と
異
っ
た
音
を
出
し

ま
す
。ジ

ャ
ン
カ
ラ
と
い
う
ス
リ
鉦
が
太
鼓
の
網

子
に
合
わ
せ
て
な
ら
し
、
誠
に
勇
壮
な
も
の
で

あ
り
ま
す
。

≡

一

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

ｌ

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

ｌ

≡

ニ

≡

ニ

≡

≡

≡

ｌ

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

ｌ

≡

≡

≡

≡

ｌ

≡

ｌ

≡

≡

≡

≡

三

三

≡

は
　
ね
　
そ
　
　
　
（
芦
屋
町
）

．
は
ね
そ
の
源
流
は
空
也
上
人
の
念
仏
踊
り
に
は
じ
ま
る
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
踊
り
は
永
い
間
、
芦
屋
の
住
民
の
間
に
踊
り
つ
が
れ
、
踊
り
の

特
長
と
し
て
は
普
通
の
盆
踊
り
と
異
り
、
二
例
横
隊
の
形
で
そ
の
両
端

に
、
は
や
し
や
、
う
た
い
手
が
控
え
て
い
て
、
交
互
に
番
が
さ
を
開
い

て
は
掛
け
合
い
で
う
た
い
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
独
特
の
優
美
な
踊
り
を

演
ず
る
こ
と
で
す
。

記念行事

納
租
太
鼓
（
飯
塚
市
）

納
租
太
鼓
は
飯
塚
の
納
担
八
幡
宮
の

歴
史
と
数
百
年
以
上
の
歴
史
を
肴
す
る

筑
豊
の
神
楽
や
、
獅
子
舞
な
ど
を
基
に

し
て
誕
生
し
ま
し
た
。

特
長
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
神
楽
や

獅
子
舞
に
は
笛
が
あ
り
、
大
太
鼓
三

に
小
太
鼓
三
と
限
ら
れ
て
い
る
の
に

対
し
、
納
祖
太
鼓
に
は
笛
は
な
く
、
そ

の
；
太
鼓
の
リ
ズ
ム
を
重
ね
て
い
く

つ
か
の
太
鼓
で
演
奏
さ
れ
る
点
で
す
。

○
黒
田
節

今
様
尾
田
節
の
メ
ロ
デ
ィ
を
太
鼓
の

リ
ズ
ム
に
乗
せ
た
も
の
で
、
う
た
と

う
た
と
の
間
の
大
太
鼓
と
小
太
鼓
の

掛
け
合
い
が
聞
き
と
こ
ろ
と
な
っ
て

い
ま
す
。

○
お
恵
比
須
さ
ま

孟
ら
ぺ
う
た
″
と
．
お
は
や
し
″

を
主
題
に
し
て
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ

る
、
お
恵
比
さ
ま
の
お
祭
り
の
太
鼓

です。

0
神
軍

神
宮
皇
后
の
三
韓
せ
い
ば
つ
で
神
様

の
軍
勢
が
威
風
堂
々
と
進
む
あ
り
さ

ま
を
太
鼓
に
し
た
も
の
で
す
。
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検地楽　（行橋巾）
ノ／′

この楽は別名量年楽又は鶴礎とも言

われ、平安朝末期の延年舞の名残りで

肥前の浮立とおなじく最前の楽打とし

て残されたものです。

13才以下の子供が中心であることが

特色とされており、行橋市二大字：下検地

銀座の王野八幡神社に毎年5月3日の

′し十八夜祭に、同地の氏子が奉納する

卵β二ヒ風俗です。

自若踊　（直方市）

元和9年直方五万石が置かれ、

藩公の命で藩士がき工戸に上った。

その帰路大阪で舞を習い帰藩のの

ち、多賀の宮　Ｃ多賀神社）に伝た

わる自若の舞に手振りをカロえこと

から「思案橋」「本手」と風趣を

添えました。

当時は、武士階級のみでなく広

く庶民の間にも親しまれ、永く伝

承されていましたが、ま工戸時代末

期に至り今までのものを、歌舞き

役者から長うたの替歌を取りいれ

て、本手踊りが加えられ今日に伝こ

わる自若踊りとなりました。

したがって今では「本手踊」と

「恩案橋」の二二手がイ云えられてい

まづ‾。

植　　　木　　　市　　（水巻中グランド）

女子中学生バレーボール大会

記
念
行
事

九州工業高校対東筑高校（九州工業高校5点目をあげる）

福岡消防局ブラスバンド会場入り風景

横　綱　の　土　俵　入　り　（頃末小グランド）

水
　
巻
　
商
　
工
　
マ
　
ツ
　
リ
　
（
町
民
会
館
）

＊
　
　
祭
　
（
幾
産
物
出
品
即
売
会
風
景
）

＿‖　＿＿＿　∴．ｈ∴∴・徽こげ．．∴＿、
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醇火藍子醇躍動週間Ｉｌ肺一一2紹ｑ

今年もまた火亨の季節がおとずれれた下ねこフいて匂己診断して下さい

カ バ ンが矢・
・家風は度恥；せき、姥解しなし、ときは処す、．元栓をしめる．
・ゴムホースとつンロｌ；浄叙させぽし、．せい水一入は粗鋼レぢい．
・つンロはカーチンぢ℃・・燃えやすいものの血 くで枚罰しない．

石 油 朴 づ
・鴻 毛紺録 すると与ｌま此ず丸も璃レて申、ら行 う．
・購えるいものの習粗 で枚 網レなし、。
・せまい瘍碑や倒 れやすし℃ころにせかない．

・煙　 突

・翻 れたものや嬢 かレ亘のは卑 取 替え ．
・風娘 の貫通都 はめがね石と用いろ。
・放 度な豆・に捧 逸 させなレ、。（！ＪＣル玖上鯛師を醇っ）
・煙 史の他 にわら農独尊燃えやすいケ恥 まなし、小。

埠 だ ブ
・つタ・ツの内部 はレンが コンクリートで迫 もこＹ．
・劾風のいる乳風で題1 落下物草に断 て沫患する．

軸 外軋醇虻ピー鬼すｔ一丸の凰 毛無 とレておく．（官尊軸 亭舶 軸で多い）

電 気 碁 鼻
・泉鼻電化1こ揮い．それぞれの番具の冬会恥帆も回る。
・貴人工智々タコ足軌楓 もレ紳 ・
・老熟呑．プ小プンぢ℃・・のっけヮは。甘レば亭放のもＹ。

悪 幣 墓 ・油載、つや′ヾγが入、危険ヴ物品は宴会甘、賭珂 ｌこ解雇 レふ 衣魚－こ
小型堵欠番　 捕える．

山 路 大 風
・乳 の放いＹき々 夜前の焚火はワプレも、こＹ。
．放火は氷をかげて髭仝 ｌこ靖す。

の 予　 彷 ・子味にマッケ　婚 たせ甘い、丸亀かもさせ机 、．
・ム賂 失入Ｊｔは・見ず瀦可もうけて村有

た 1よ’こ ・たけ十 の吸 が与は見会 に消レて及瓜へ．
・給油軒ぢＹ・危痺 なケ叶では喫煙 レヴい．

膵 ．の　 他
・柁 レいも．隻や軋れたもぎは強 こ丸の鳳¢々 万一の痺会 の凰掛

批 ・・についで番えろ．

か7人
3001

甘及電話
499

婦
女
子
の
一
人
歩
き
は

や
め
ま
し
　
ょ
う

火事は
水巻町滴防暑

シンナー・ボンド遊びが激増．′

九
月
以
降
、
本
町
で
も
恐
ろ
し
い
シ
ン
ナ
ー
・
ポ
ン
ド
′
遊
び
を
し
て
い
る
青
少

年
が
急
に
目
立
ち
、
す
で
に
小
・
中
学
生
に
も
流
行
し
て
い
ま
す
。
こ
の
遊
び
の

危
険
性
は
、
青
少
年
が
無
知
で
、
単
な
る
好
奇
心
か
ら
、
次
第
に
深
み
に
は
ま
っ

て
い
き
ま
す
。
福
岡
県
下
で
も
毎
年
、
数
名
の
少
年
が
死
ん
で
い
ま
す
。
次
の
こ

と
に
注
意
し
て
、
少
年
を
事
故
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

中
　
寺
　
症
　
状

シ
ン
ナ
ー
ボ
ン
ド
を
吸
い
こ
む
と
脳
を
お
か
し
、
ね
む
く
な
り
、
呼
吸
ま
ひ
を

起
こ
し
、
血
圧
や
体
温
が
下
が
る
む
一
度
に
多
く
吸
い
こ
む
と
急
性
中
毒
を
起
こ

し
死
亡
す
る
。
初
め
は
精
神
的
な
興
奮
が
あ
る
が
、
や
が
て
全
身
が
だ
る
く
な

り
、
頚
痛
、
は
き
気
が
強
ま
り
食
欲
が
な
く
な
る
。
息
ざ
れ
、
目
ま
い
が
し
、
手

足
が
し
び
れ
て
失
神
し
倒
れ
る
。
す
べ
て
に
無
関
心
に
な
り
、
自
制
心
が
な
く
な

っ
て
非
行
に
走
り
、
ま
た
、
廃
人
に
も
な
る
。

早

期

発

見

法

1
　
吸
っ
た
直
後
は
、
酒
に
よ
っ
た
よ
う
に
ふ
ら
ふ
ら
し
て
い
る
ｌ
－

2
　
急
に
気
が
あ
ら
く
な
り
、
い
つ
も
い
ら
い
ら
し
て
い
る
。

3
　
部
屋
や
服
が
シ
ン
ナ
ー
ぐ
さ
く
な
る
。

4
　
食
欲
増
．
く
な
り
、
悪
夢
を
み
る
よ
う
に
な
る
。

十
月
以
降
、
水
巻
町
各
地
で
痴
漢
が

続
出
し
て
い
ま
す
。
特
に
吉
田
方
面
で

は
椀
け
て
数
件
発
生
し
、
女
性
や
家
庭

を
恐
怖
に
落
と
し
こ
ん
で
い
ま
す
。
折

尾
薯
で
も
、
パ
ト
カ
ー
を
重
点
的
に
巡

回
さ
せ
て
防
犯
に
努
め
て
い
ま
す
が
、

各
地
域
、
家
庭
で
も
次
の
こ
と
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

一
、
夜
間
に
帰
宅
す
る
婦
女
子
は
、

帰
宅
時
間
を
決
め
、
家
人
に
出
迎

え
て
も
ら
う
。

二
、
防
犯
ブ
ザ
ー
（
二
〇
番
ブ
ザ

ー
）
を
常
に
持
っ
て
お
く
。
（
電

器
店
に
て
販
売
、
約
三
百
円
）

三
、
婦
女
子
の
夜
間
の
ひ
と
り
歩
き

を
や
め
る
。

四
、
遠
回
り
で
も
明
る
い
道
、
人
通

り
の
多
い
道
を
通
る
。

五
、
も
し
、
痴
漢
が
出
た
ら
大
声
で

叫
ぶ
。
警
察
（
二
〇
番
、
駐
在

所
）
に
す
ぐ
届
け
る
。

痴
漢
の
年
令
、
人
相
、
服
装
を
よ

く
お
ぼ
え
て
お
く
。

お

知

ら

せ

高
松
駐
在
所
（
吉
田
東
宮
隈
）
が
九

月
一
日
閉
鎖
さ
れ
、
吉
田
駐
在
所
の
管

轄
に
な
り
当
駐
在
所
が
一
名
増
員
に
な

り
ま
し
た
。
当
該
地
区
の
方
は
今
後
吉

田
駐
在
所
（
吉
田
車
返
）
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

つ
づ
み
の
音
高
ら
か
には

や

し

謡
曲
噴
子
大
会

去
る
十
一
月
十
五
日
の
日
曜
日
、
町

民
会
館
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
音
多
流

裔
曲
噴
子
大
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
毎
年
春
秋
の
二
回
、
福

岡
市
住
吉
神
社
能
楽
殿
と
県
内
各
地
で

交
互
に
催
さ
れ
、
箱
崎
在
住
の
児
島
芳

太
郎
教
授
の
お
弟
子
さ
ん
た
ち
の
発
表

会
で
、
今
年
は
役
場
職
員
を
中
心
に
作

っ
て
い
る
水
誉
蓑
会
の
主
催
で
行
な

わ
れ
た
も
の
で
す
。

大
会
は
午
前
九
時
か
ら
地
元
会
員
に

よ
る
素
謡
「
月
宮
殿
」
に
始
ま
り
、
素

謡
、
仕
舞
、
独
吟
、
舞
噴
子
等
、
日
頃

の
練
習
の
成
果
を
一
生
懸
命
に
ひ
ろ
う

1
郵
便
番
号
は
正
し
く
、

は
っ
き
り
と

・
年
賀
状
に
は
あ
て
名
に
も
、
あ
な
た

の
住
所
に
も
郵
便
番
号
を
お
忘
れ
な

く
お
書
き
く
だ
さ
い
。
こ
の
場
合
都

道
府
県
名
は
省
略
し
て
さ
し
つ
か
え

あ
り
ま
せ
ん
。

・
郵
便
番
号
が
間
違
っ
て
い
た
り
、
書

体
が
は
っ
き
り
し
な
い
も
の
は
、
連

れ
た
り
、
返
送
さ
れ
た
り
す
る
場
合

し
、
最
後
の
噴
子
「
南
砂

」
ま
で
終
日
な
ど
や
か
に

進
め
ら
れ
、
あ
た
か
も
一

週
間
後
に
せ
ま
っ
た
町
制

施
行
三
十
周
年
を
祝
う
か

の
よ
う
で
し
た
。

な
お
、
水
巻
青
雲
会
で

は
新
し
い
会
見
の
入
会
を

待
っ
て
お
り
ま
す
。
特
に

初
心
者
を
歓
迎
し
ま
す
。

入
会
を
希
望
さ
れ
る
方

は
電
話
⑳
〓
ハ
〇
一
番
の

山
本
氏
に
お
尋
ね
く
だ
さ

い
と
の
こ
と
で
す
。

朕
援
護
法
の

一
部
改
正

☆
水
洗
炭
業
に
関
す
る
法
律

☆
工
場
排
水
な
ど
の
規
制
に
関
す
る
法

律
☆
鉱
山
保
安
法

満
州
開
拓
青
年
義
勇
隊
員
が
大
東
亜
☆
採
石
法

戦
争
（
昭
和
十
六
年
貢
芋
八
日
）
☆
砂
利
採
採
取
法

ぼ
っ
発
か
ら
、
日
ソ
開
戦
の
前
日
（
昭
　
な
お
、
届
出
の
方
法
な
ど
く
わ
し
い

和
二
毒
八
月
八
日
）
ま
で
の
間
に
受
こ
と
は
北
九
州
土
木
事
務
所
に
問
い
合

け
た
、
軍
事
に
関
す
る
業
務
上
の
傷
購
わ
せ
く
だ
さ
い
。

に
よ
り
死
亡
し
た
場
合
に
も
遺
族
援
護

の
対
象
に
な
り
ま
し
た
。

詳
細
に
つ
い
て
は
役
場
住
民
課
援
護

係
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

河
川
へ
の
汚
水
排
出
に

届
出
制
実
施

一
級
ま
た
は
二
級
河
川
に
一
日
に
つ

き
五
十
立
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
汚
水
を

排
出
す
る
と
き
は
、
河
川
法
に
基
づ
く

届
出
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。

町
内
で
は
一
級
河
川
は
遠
賀
川
、
二

級
河
川
は
曲
川
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
十
一
月
七
日
か
ら
河
川
法
施

行
令
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
河
川
管
理

者
が
汚
薗
状
況
を
把
擾
し
、
必
要
に
応

じ
て
汚
濁
の
防
止
措
置
を
と
る
た
め
、

汚
水
排
出
者
に
対
す
る
届
出
義
務
が
定

め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

こ
の
届
出
は
、
施
行
の
日
か
ら
二
カ

月
以
内
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が

つ
ぎ
の
法
令
に
基
づ
く
届
出
な
ど
を
し

て
い
る
場
合
は
届
出
を
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

☆
福
岡
県
公
害
防
止
条
例

無

縁

墳

墓

の

改

葬

に

つ
い
て

一
、
墓
地
の
名
称
健
康
基
地

二
、
基
地
の
所
在
地
神
戸
市
須
磨
区

妙
牲
字
樫
原
三
九
〇

三
、
基
地
管
理
者
　
加
門
得
浄

四
、
基
地
の
所
有
者
妙
法
寺
相

互
、
改
葬
の
場
所
神
戸
市
須
磨
区
妙

法
寺
昆
沙
門
山
一
二
八
六

六
、
届
出
先
神
戸
市
須
磨
区
妙
法
寺

町
昆
沙
門
山
一
二
八
六

妙
法
寺
　
加
門
得
浄

七
、
届
出
期
限
　
昭
和
四
十
五
年
十
二

月
二
十
五
日

一
、
基
地
所
在
地
佐
土
原
町
大
字
上

田
島
二
四
三
番
地
　
新
山
基
地

佐
土
原
町
大
字
上
田
島
二
六
三
番

地
　
新
山
基
地

二
、
改
葬
先
宮
崎
県
宮
崎
郡
佐
土
原

町
大
字
上
田
島
一
一
九
三
番
地
の
五

三
、
届
出
先
宮
崎
県
宮
崎
郡
佐
土
原

町
大
字
下
田
島
二
〇
六
六
〇
番
地

佐
土
原
町
役
場
建
設
課

四
、
届
出
期
限
　
昭
和
四
十
五
年
十
二

月
二
十
七
日

2
小
包
の
差
出
し
は
十
二

月
十
五
日
ま
で
に
／

・
十
二
月
十
五
日
を
す
ぎ
て
お
出
し
に

な
り
ま
す
と
年
内
に
配
達
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
小
包
は
が

き
（
荷
札
で
通
信
文
を
記
入
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
）
を
利
用
さ
れ
る
と

便
利
で
す
。

3
年
賀
状
は
お
早
く
十
二

月
二
十
二
日
ま
で
に
／

・
年
賀
状
は
十
二
月
十
五
日
か
ら
お
引

き
受
け
し
ま
す
。

・
差
出
し
が
遅
れ
ま
す
と
元
旦
に
配
達

で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

遠
方
あ
て
は
早
め
に
お
出
し
ぐ
だ
さ

つ
つ
し
ん
で
お
く
や
み

も
う
し
あ
げ
ま
す

つ
ぎ
の
方
か
ら
香
典
返
し
に
か

え
多
額
の
金
品
を
社
会
福
祉
協
議

会
に
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
こ
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
故
人
の
ご
め
い
福

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

故
柴
田
春
繁
様
（
頃
末
）
柴
田

和
昭
様
、
故
徳
王
明
美
様
（
古
賀

区
）
徳
王
新
棟
、
故
螢
沢
志
登
棟

（
下
ニ
）
豊
沢
音
一
棟
　
寄
付
金

船
津
光
枝
様
（
上
ニ
）
　
快
気
祝

北
田
宏
樺
（
頃
末
）
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